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402　　　FDG－PETによる肺癌診断の医療経済効果

窪田和雄、山田進、福田寛（東北大加齢研）、高橋寿太郎、

山田健嗣（仙台厚生病院）

　肺癌診断におけるFDG－PETの医療経済効果と最適な診

断プロトコールについて検討した。50万人の有所見母集団

から34，800の肺癌と465，200の良性疾患を診断する過程

をシミュレーションした。診断される肺癌及び良性疾患の

患者数、検査費用の合計、手術適応の適正さと費用を求め

た。　　鑑別診断にPETを用いると、気管支鏡・生検の総

件数が4分の1に、良性疾患の占める割合も半分に減少し

、不要な検査が節約できた。しかし、気管支鏡・生検の費

用がPETの費用よりも安いために、PETを用いると検査費

用合計は25％割高となった。肺癌と確定した患者に、骨シ

ンチや腹部CT，頭部MRJの代わりに全身PETでステージ

診断を行うと検査費用を5％節約でき、不要な手術が67％

減少し、真の適応の増加により総手術件数は微増したが、

医療費全体として2．5％節約できた。

403　　　放射線肺臓炎の検出に於けるガリウム・シ

ンチグラフィ施行時期の検討

小野修一、赤井澤隆、小山眞道、後藤了以、井上健太郎、

MB．lmran、吉岡清郎、福田　寛（東北大・加齢研・機

能画像）高橋寿太郎、山田健嗣（仙台厚生・放）

　胸部放射線治療に於いて、放射線肺臓炎の検出に対する

Gaシンチグラフィの臨床的意義を、特にその発症と検査

施行時期という観点を中心に検討した。対象は、肺癌を

中心とした37例で、照射総線量は40－63Gyであった。

Gaシンチグラム上、16例で放射線肺臓炎所見が見られ、

内4例では照射野の範囲を越えた陽性集積が見られた。時

期の検討では、照射終了時近辺から約1ヶ月後にかけて発

症するものが多く、明らかな臨床症状を示さない時点で

既に陽性集積の見られる症例があった。従って、症状の

有無に関わらず照射終了時点から退院時点の間にGaシン

チグラフィを施行する事は有意義と思われる。

404　　　99mTc－MIBIの肺癌診断における有用性の

検討

佐々木雅之、桑原康雄、吉田毅、中川誠、福村利光、

増田康治（九大放）、一矢有一（国立九州がんセ放）

　肺癌診断におけるMIBIの有用性を検討した。対象は

肺癌16例（腺癌：9、扁平上皮癌：5、その他：2）である。検

査はMIBI　600MBq静注30分後および2時間後にプラナ

ー像とSPECT像を撮像し、集積を視覚的に一，±，＋，＋＋

の4段階評価し＋以上を陽性とした。腫瘍検出の

sensitivityは、プラナー早期像63％・後期像50％、

SPECT早期像88％・後期像69％であった。陰性の2例は、

腫瘍径15mmの1例と、壊死部分が大きかった1例であっ

た。病理診断の確定した縦隔リンパ節（10例、60領域）

での転移診断能は、sensitivity　50％（1／2）、　specificity

81％（47／58）であった。以上よりMIBIは肺癌診断に有用

であり、SPECT早期像が最も優れていると考えられた。
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